
同
一
地
域
に
お
け
る
地
銀
合
併
の

意
義
と
競
争
法
の
問
題
点

す
で
に
競
争
法
が
前
提
と
す
る
社
会
経
済
環
境
で
は
な
い

加
速
す
る
か 

地
銀
再
編

ル
ー
ト
エ
フ

代
表
　
大
庫 

直
樹

長
崎
県
の
人
口
は
１
４
３
万
人
で
、

日
本
の
人
口
の
１
・
１
％
に
あ
た
る
。

県
内
総
生
産
は
２
０
１
５
年
度
に
４

・
４
兆
円
で
、
日
本
の
国
内
総
生
産

５
３
２
兆
円
の
わ
ず
か
０
・
８
％
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
長
崎
県
は
全

国
平
均
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
総
人
口
、

生
産
年
齢
人
口
と
も
に
減
少
し
て
い

く
の
で
、
将
来
、
こ
れ
ら
の
ウ
ェ
イ

ト
は
さ
ら
に
低
下
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

そ
う
し
た
長
崎
県
に
は
、
本
店
を

置
く
地
元
金
融
機
関
だ
け
で
八
つ
存

在
す
る
。
十
八
銀
行
、
親
和
銀
行
、

長
崎
銀
行
と
、
地
域
銀
行
が
三
つ
。

信
用
金
庫
は
一
つ
だ
け
だ
が
、
信
用

組
合
が
四
つ
。
地
域
市
場
の
規
模
を

考
え
る
と
、
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン
グ

の
よ
う
に
見
え
る
。

実
際
、
大
手
行
や
労
働
金
庫
、
農

協
な
ど
を
除
い
て
、
長
崎
県
の
地
域

金
融
市
場
の
収
支
構
造
を
試
算
し
て

み
る
と
、
大
幅
な
赤
字
市
場
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
１
）。
試
算

の
前
提
は
次
の
通
り
だ
。

①
県
内
の
貸
出
利
息
は
「
月
刊
金

融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
増
刊
号 

金
融
マ
ッ

プ
２
０
１
８
年
版
」
の
業
態
別
を
利

用
。
借
入
金
額
は
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
の
県
内
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
か
ら

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら

企
業
向
け
の
貸
出
金
利
を
割
り
出
し

た
。
貸
出
の
大
宗
は
、
企
業
、
公
共

団
体
、
住
宅
ロ
ー
ン
で
あ
っ
て
、
金

利
は
企
業
向
け
が
一
番
高
い
。「
貸

出
残
高
×
企
業
向
け
金
利
」
で
計
算

し
た
の
で
、
収
益
規
模
は
大
き
め
な

長
崎
県
は
著
し
い
赤
字
市
場

地
元
銀
行
の
合
併
が
最
有
力

２
年
超
の
時
間
を
か
け
て
、
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
傘
下
の
親
和
銀
行
）
と
十
八
銀
行
の

経
営
統
合
を
、
公
正
取
引
委
員
会
が
よ
う
や
く
承
認
し
た
。
承
認
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
人
口
減
少
が
急

速
に
進
展
す
る
地
域
で
の
銀
行
経
営
の
か
じ
取
り
の
難
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
２
行
と
同
じ
よ
う
に
同

一
地
域
で
の
地
銀
合
併
は
今
後
も
起
き
る
と
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
同
一
地
域
に
お
け
る
地
銀
合
併
の

意
義
と
企
業
結
合
審
査
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
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石
破
善
戦
、
揺
ら
ぐ
挙
党
一
致

　

「
麻
生
さ
ん
、
大
臣
辞
め
る
の
か
な
？
」。
石

破
氏
の
追
い
上
げ
で
安
倍
首
相
の
楽
勝
ム
ー
ド
が

一
変
し
た
９
月
中
旬
、
あ
る
財
務
省
Ｏ
Ｂ
は
心
配

そ
う
だ
っ
た
。
一
部
と
は
い
え
、
党
内
で
は
世
論

の
批
判
を
受
け
た
森
友
問
題
の
け
じ
め
が
必
要
だ

と
訴
え
る
声
が
あ
り
、
副
総
理
と
し
て
閣
内
に
残

る
も
の
の
財
務
・
金
融
相
は
交
代
す
る
と
い
っ
た

憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

　

「
安
倍
晋
三
君
５
５
３
票
、
石
破
茂
君
２
５
４

票
」。
９
月
20
日
午
後
、
自
民
党
本
部
で
総
裁
選

の
開
票
結
果
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
瞬
間
、
両
陣
営

の
明
暗
は
分
か
れ
た
。
善
戦
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

さ
れ
た
２
０
０
票
を
大
幅
に
上
回
り
笑
み
を
浮
か

べ
る
石
破
陣
営
と
は
対
照
的
に
、
安
倍
陣
営
の
甘

利
明
選
対
事
務
総
長
は
苦
虫
を
つ
ぶ
し
た
よ
う
な

表
情
を
見
せ
た
。

　

党
員
・
党
友
票
に
よ
る
地
方
票
で
石
破
氏
は
45

％
を
取
り
、「
安
倍
一
強
」
へ
の
反
発
は
自
民
党

員
に
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
政
策
論
争
の
少
な
さ
に
加
え
、
森
友
・
加
計

問
題
で
十
分
に
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ

と
が
響
い
た
と
の
分
析
も
あ
る
。
総
裁
選
後
、
安

倍
首
相
は
麻
生
氏
を
副
総
理
兼
財
務
・
金
融
相
と

し
て
続
投
さ
せ
る
意
向
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

党
内
の
不
満
は
総
裁
選
後
も
く
す
ぶ
り
続
け
て
い

る
。

積
極
的
な
財
政
出
動
に
舵

　

「
秋
の
臨
時
国
会
に
補
正
予
算
案
を
提
出
す

る
」「
来
年
は
思
い
切
っ
て
財
政
出
動
も
含
め
て

（
消
費
税
増
税
）
対
策
を
や
っ
て
い
き
た
い
」。

３
選
後
の
首
相
は
記
者
会
見
や
報
道
各
社
と
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
早
速
、
積
極
財
政
を
宣
言
し
た
。

か
つ
て
２
度
先
送
り
し
た
消
費
税
率
10
％
に
つ
い

て
は
「
予
定
ど
お
り
（
２
０
１
９
年
10
月
に
）
引

き
上
げ
る
」
と
明
言
す
る
一
方
で
、
増
税
後
の
需

要
減
が
懸
念
さ
れ
る
住
宅
や
自
動
車
な
ど
耐
久
財

の
消
費
テ
コ
入
れ
に
向
け
た
減
税
に
も
意
欲
を
示

し
て
い
る
。

　

災
害
が
相
次
い
だ
こ
と
も
積
極
財
政
の
口
実
に

な
る
。
９
月
上
旬
、
台
風
21
号
の
直
撃
で
関
西
国

際
空
港
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
で
道
全
域
が
停
電
す
る
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
も
発
生
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
が
露

呈
し
た
か
た
ち
で
、
総
裁
選
の
期
間
中
、
安
倍
首

相
は
何
度
も
「
国
土
強
靱
化
」
と
い
う
言
葉
を
口

に
し
た
。
補
正
予
算
案
は
そ
の
第
一
弾
と
な
る
可

能
性
が
高
い
。

　

す
で
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
基
礎
的
財

政
収
支
）
の
黒
字
化
目
標
は
20
年
度
か
ら
25
年
度

に
先
送
り
し
て
お
り
、
積
極
財
政
を
阻
む
制
約
は

な
い
。
消
費
税
増
税
で
得
ら
れ
る
財
源
に
つ
い
て

は
財
政
再
建
に
回
す
ぶ
ん
を
減
ら
し
て
、
そ
の
ぶ

ん
を
教
育
予
算
な
ど
に
充
当
す
る
こ
と
も
決
め
た
。

最
大
の
公
約
で
あ
る
「
デ
フ
レ
脱
却
」
を
総
裁
任

期
中
に
宣
言
し
た
い
安
倍
政
権
に
と
っ
て
、
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
は
残
り
３
年
。
景
気
の
腰
を
折
っ
た

14
年
４
月
の
消
費
税
増
税
と
同
じ
轍て

つ

を
踏
ま
な
い

た
め
に
も
、「
消
費
税
増
税
の
影
響
を
相
殺
で
き

る
規
模
の
積
極
財
政
に
打
っ
て
出
る
の
で
は
」
と

見
る
市
場
関
係
者
は
多
い
。

　

会
田
卓
司
ソ
シ
エ
テ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
証
券
チ
ー

フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
「
総
裁
選
の
最
も
重
要
な
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
財
政
政
策
の
緩
和
方
向
へ

の
動
き
が
強
く
な
る
こ
と
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の

安
倍
晋
三
首
相
は
自
民
党
総
裁
選
で
石
破
茂
元
幹
事
長
を
破
り
、３
選
を
果
た
し
た
。
た
だ
、石

破
氏
の
思
わ
ぬ
善
戦
は
自
民
党
員
に
も
「
安
倍
一
強
」
へ
の
反
発
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
浮

き
彫
り
に
し
、
首
相
の
求
心
力
に
も
影
が
差
す
。
危
機
感
を
強
め
た
安
倍
首
相
は
来
年
の
参
院

選
や
消
費
税
増
税
を
乗
り
切
り
、
悲
願
の
憲
法
改
正
に
必
要
な
内
閣
支
持
率
を
上
昇
さ
せ
る
た

め
、
当
面
は
積
極
財
政
に
よ
る
景
気
浮
揚
を
目
指
す
。
一
方
、
待
っ
た
な
し
と
い
わ
れ
て
久
し

い
財
政
再
建
や
社
会
保
障
改
革
へ
の
本
格
着
手
は
先
送
り
が
濃
厚
だ
。

景
気
最
優
先
で
積
極
財
政
へ
、

　
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
最
後
の
戦
い
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IN
T
ER
V
IEW日本郵政グループは、2018年度から20年度までを計画期間とする

「日本郵政グループ中期経営計画2020」（新中計）を策定した。こ
の３年間を、厳しい経営環境の中での安定的利益の確保と、持続的
成長に向けて基盤を構築する期間と位置付けている。歴史的な超低
金利が続く中で、運用ポートフォリオ全体の単位リスク当りの収益
性改善に努めていく。これまで以上に郵便局ネットワークを活用す
ることに加えて、お客さまのニーズに合わせた金融商品の販売拡大
にも取り組んでいきたい。

数千億円規模の
成長投資も視野に
新たな収益基盤をつくる
目指すは
「トータル生活サポート企業グループ」

─
─
新
中
計
で
は
、
２
０
１
８
年
度
は
対
前
年
度

比
▲
１
３
０
０
億
円
の
３
３
０
０
億
円
と
大
幅
な

減
益
を
見
込
み
、
20
年
度
も
17
年
度
実
績
よ
り
も

減
益
と
な
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
３
年
間

の
展
望
・
戦
略
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

　

昨
年
度
決
算
で
は
、
当
期
純
利
益
が
４
６
０
６

億
円
と
当
初
計
画
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
こ
の
超

低
金
利
環
境
の
も
と
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
睡
眠
貯

金
利
益
金
な
ど
一
時
的
な
特
殊
要
因
が
あ
っ
た
も

の
の
、
前
中
計
の
利
益
目
標
で
あ
る
４
０
０
０
億

円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
達
成
し
た
。

　

18
年
度
の
利
益
計
画
を
３
３
０
０
億
円
と
い
う

極
め
て
厳
し
い
業
績
見
通
し
と
し
て
い
る
背
景
に

は
、
今
後
も
底
を
は
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
わ
が

国
の
歴
史
的
低
金
利
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
の
稼
ぎ

頭
で
あ
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

影
響
を
受
け
始
め
て
お
り
、
今
年
度
の
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
純
利
益
は
対
前
年
度
で
１
０
０
０
億
円
剥

落
す
る
見
通
し
だ
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
目
標
は
必
ず
達
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
水
準
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
を
上
回
る
利
益
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
現
時

将
来
を
見
据
え
て

成
長
の
種
を
ま
く
３
年
間
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